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Expresswayについて
Cisco Expresswayシリーズ (Expressway)は、包括的なコラボレーションサービス向けに特別に
設計されています。確立されたファイアウォールトラバーサルテクノロジーを備えており、

従来のエンタープライズコラボレーションの境界を再定義して、シスコのあらゆるもの同士の

コラボレーションのビジョンをサポートします。

Expresswayには、次のような主な機能と利点があります。

•実証済みで、非常に安全なファイアウォールトラバーサルテクノロジーを提供します。

•企業間、企業と消費者間、企業とクラウドサービスプロバイダー間の接続を容易にしま
す。

•別個のVPNクライアントを必要とせずに、リモートワーカーのコラボレーションサービ
スへのセッションベースのアクセスを容易にします。

•スマートフォン、タブレット、デスクトップ向けの Cisco Jabberを含む幅広いデバイスを
サポートします。

•リモートワーカーやモバイルワーカー向けの BYOD戦略とポリシーを補完します。

一般的なExpresswayシステムは、UnifiedCMへのトランクと回線側接続を備えたExpressway-C
と、DMZに展開され、Expressway-Cへのトラバーサルゾーンが設定された Expressway-Eのペ
アとして展開されます。
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Expresswayは、CE1200などの専用の物理アプライアンス上、または Cisco UCSサーバ上の仮
想マシン (VM)として利用できます。

Expresswayの種類
各 Expresswayは、異なる機能を提供する 2つのタイプのいずれかとして構成できます。

Expressway-C

Expressway-Cは、企業全体のあらゆる対あらゆる会議およびセッション管理と相互運用機能を
提供します。セッション開始プロトコル (SIP)および H.323準拠のエンドポイント間の相互運
用やサードパーティのエンドポイントとの相互運用を可能にすることで、テレプレゼンス会議

の範囲を拡大します。また、Unified CMと統合し、サードパーティの IP構内交換機 (IP PBX)
ソリューションをサポートします。 Expressway-Cは、ルーティング、ダイヤルプラン、帯域
幅の使用などの側面の定義を含むクリエイティブなセッション管理に必要なツールを実装し、

組織が要件に合わせてカスタマイズされたコール管理アプリケーションを定義できるようにし

ます。

Expressway-E

Expressway-Cとともに導入された Expressway-Eにより、企業外でのスムーズなビデオ通信が
簡単かつ安全に実現します。これにより、企業間のビデオコラボレーションが可能になり、

リモートワーカーや在宅ワーカーの生産性が向上し、サービスプロバイダーが顧客にビデオ

通信を提供できるようになります。アプリケーションは、すべての SIPおよびH.323デバイス
に対して標準ベースの安全なファイアウォールトラバーサルを通じて安全に実行されます。

その結果、組織は従業員の生産性の向上、パートナーや顧客とのコミュニケーションの強化と

いったメリットを享受できます。

インテリジェントフレームワークを使用することで、ファイアウォールの背後にあるエンドポ

イントがメディアを通過できるパスを検出し、各パスを通じてピアツーピア接続を検証し、最

適なメディア接続パスを選択できるため、企業のファイアウォールを再構成する必要がなくな

ります。
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Expressway-Eは、高い信頼性と拡張性を備え、マルチベンダーのファイアウォールをサポート
するように構築されており、SIPまたは H.323プロトコルに関係なく、任意の数のファイア
ウォールを通過できます。

標準機能

Expresswayの標準機能は次のとおりです。

•リモートワーカーが別の VPNクライアントを必要とせず、安全にファイアウォールを通
過し、Cisco Unified Communications Managerへのセッションベースのアクセスを実現しま
す。

•エンドポイント登録のサポート。

• SIPレジストラ (ルームまたはデスクトップ SIPプロキシが必要です)。新規インストール
では SIPおよびH.323プロトコルはデフォルトで無効になっていますが、 [構成] > [プロト
コル] [ライセンスの登録]から有効にできることに注意してください。

• SIPおよび H.323のサポート（SIP / H.323インターワーキングを含む）

• IPv4と IPv6のサポート（IPv4/IPv6相互運用を含む）

• TURNリレーライセンス

•高度なネットワーキング

•デバイスプロビジョニングと FindMeサービス

• H.323ゲートキーパー

• QoSタグ付け

•通話ごとと総使用量ベースの両方で帯域幅管理が可能で、ローカルサブゾーン内の通話と
外部システムおよびゾーンへの通話を個別に設定可能です。

•利用可能な帯域幅を超える通話に対する自動ダウンスピードオプション

• DNS経由の URIおよび ENUMダイヤルによりグローバル接続が可能

•リッチメディアセッション（RMS）のサポート

•最大 2000のマッチを持つ 1000の外部ゾーン

• 1000のサブゾーンと最大 3000のメンバーシップルールをサポート

•プレフィックス、サフィックス、正規表現のサポートによる柔軟なゾーン構成

•スタンドアロンのExpresswayとして機能することも、他のExpressway、ゲートキーパー、
SIPプロキシなどの他のシステムと隣接して機能することもできます。

•最大 6台の Expresswayをクラスタ化して、n+1冗長性と最大 4倍の個別容量を提供できま
す。
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•最大 6台の Expresswayをクラスタ化して、n+2冗長性と最大 4倍の個別容量を提供できま
す。

•単一番号ダイヤルとネットワークフェイルオーバー機能を備えたインテリジェントルート
ディレクター

•オプションのエンドポイント認証

•登録を許可するエンドポイントの制御

• CPLのサポートを含むコールポリシー (管理者ポリシーとも呼ばれます)

•外部ポリシーサーバのサポート

• Cisco TelePresence Management Suite 13.2以降で管理できます

• Active Directory認証

• Cisco Unified Communications Managerおよび Nortel Communication Serverの事前設定され
た近隣ゾーンのデフォルト

•初期設定にシリアルポートを使用する組み込みセットアップウィザード

• Webインターフェースまたは SSH、あるいは CEnnnn物理アプライアンスの CIMCポート
経由のシステム管理

•侵入防止

Expresswayに他のシスコまたはサードパーティのソフトウェアをイン
ストールしないでください

Ciscoは、明示的に別途記載がない限り、Expressway (VMまたは物理アプライアンス)への追
加の Ciscoまたはサードパーティのソフトウェア、アプリケーション、またはエージェントの
インストールをサポートしません。 Expressway以外の製品は Expresswayコードを破損する可
能性があるため、インストールしないでください。

ハードウェアアプライアンスと仮想マシンのオプション

Expresswayはオンプレミスおよびクラウドアプリケーションをサポートし、専用アプライア
ンスとして、またはVMware上の仮想化アプリケーションとして利用できます。さらに、Cisco
Unified Computing System (Cisco UCS)プラットフォームもサポートされています。

仮想マシンオプション

Expresswayには、次の仮想化アプリケーション展開タイプがあります。

•小規模（CiscoBusinessEdition6000またはサポートされているVMwareESXiプラットフォー
ムの場合、必要な最小ハードウェア仕様に従う）

•中（標準インストール）

はじめに
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•大規模（追加のパフォーマンスとスケーラビリティ機能）

『Expresswayインストールガイド』ページの『Cisco Expressway仮想マシンインストールガイ

ド』を参照してください。

ハードウェア CEシリーズアプライアンス

Expresswayは、UCSハードウェアに基づく専用の CEシリーズアプライアンスとしても利用
できます。たとえば、UCS C220 M5Lをベースとする CE1200アプライアンスは、中容量また
は大容量の Expresswayとして動作します。

Cisco VCSシリーズは CE1200アプライアンスではサポートされていません。（注）

デフォルトのシステムサイズの変更

Expressway-Eとして展開されたアプライアンスの場合、アプライアンスのデフォルトのシステ
ムサイズを手動で大規模から中規模へ、またはその逆に変更できます。この機能は、中規模

システムとして設定された 1Gbps NIC (SFPモジュール)を搭載したアプライアンス上のメディ
アトラバーサル用ポートの逆多重化に関する問題を軽減するために導入されました。

アプライアンスのサイズを変更するには、システム >管理設定ページに移動し、デプロイメ
ント構成リストから必要なサイズを選択します。

インストール情報

『Expressway設置ガイド』ページの『isco Expressway CE1200アプライアンス設置ガイド』を
参照してください。

制限事項

1 Gbps NIC搭載中規模アプライアンス -デマルチプレクシングポート

1 Gbps NICを搭載した中規模アプライアンスを X8.10以降にアップグレードすると、
Expressway/CiscoVCSによってシステムが自動的に大規模システムに変換されます。つまり、
Expressway-E/Cisco VCS Expresswayは中規模システム用に設定された逆多重化ポートではな
く、大規模システムのデフォルトの逆多重化ポート（36000 36011）で多重化 RTP/RTCPトラ
フィックをリッスンします。この場合、ファイアウォールでポート 36000～ 36011が開いてい
ないため、 Expressway-E/ Cisco VCS Expresswayは通話をドロップします。

回避策

X8.11.4以降、[システム（System）]> [管理者設定（Administration settings）]ページから（[中

（Medium）]を [導入設定（Deployment Configuration）]リストから選択して）、システムサ
イズを手動で中規模に戻すことができます。

X8.11.4より前のバージョンでは、回避策として、ファイアウォール上で大規模システムのデ
フォルトの多重化解除ポートを開きます。
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このマニュアルについて
このガイドでは、Expresswayのさまざまな機能、サービス、および能力について説明します。
これは、Expresswayの完全装備バージョンを想定しているため、展開では説明されているすべ
ての項目がサポートされない可能性があります。

このガイドは、Cisco Expresswayシリーズ製品にのみ適用されます。 Cisco VCSの詳細につい
ては、X12.5.x Cisco VCS Administrator Guide（Cisco TelePresence Video Communication Serverの
メンテナンスとオペレーションガイドページ）を参照してください。

Expressway上のほとんどの設定タスクは、Webユーザインターフェイスまたはコマンドライ
ンインターフェイス (CLI)を介して実行できます。このガイドでは、主にWebユーザイン
ターフェイスの使用方法について説明します。一部の機能はCLI経由でのみ利用可能であり、
関連する箇所でそれらについて説明します。

Webユーザインターフェイスの指示は、メニュー >サブメニューの形式で表示され、その後
に移動するページの名前が続きます。

提供されている CLIコマンドは次の形式で表示されます。
xConfiguration <Element> <SubElement>
xCommand <Command>

変更履歴

表 1 :変更履歴

理由

（Reason）
変更内容（Change）日付

X15.3リリー
ス

X15.3用に最初に公開されました。

いくつかの欠陥を修正しました:

•ガイドから「Jabber Guest」セクションと「Jabber Guest」
の出現箇所を削除しました。

•「ハイブリッドサービスとコネクタ管理」への参照を削
除しました。

•通話履歴のコンテンツの一部を書き換えました。

•小規模展開の容量ガイドラインを更新しました。

2025年 8月
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理由

（Reason）
変更内容（Change）日付

X15.2リリー
ス

X15.2を再公開します。

不具合を修正しました。既存のコンテンツ「CSRF保護はデ
フォルトで無効になっています。」を「CSRF保護はデフォル
トで有効になっています。」に置き換えました。この変更は、

「Expresswayインターフェイス」章、「APIについて」セク
ション、「クロスサイトリクエストフォージェリ保護ヘッ

ダー」セクションで行われます。

2025年 2月

X15.2リリー
ス

X15.2用に最初に公開されました。

いくつかの xConfigurationコマンドを導入しました:

• xConfiguration MRACookieConfig Httponly

• xConfiguration MRACookieConfig有効期限

以下を更新しました:

•「xConfiguration SIP Advanced SipTlsDhKeySize:
<1024/2048/3072>」のデフォルトのポート番号を 1024か
ら 2048に置き換えました。

•管理者向けAPI使用のデフォルトアクセスの実装は、GUI
および CLIで無効にする必要があります。

• Expresswayは、ntp-4.2.8p18以降の ntpdサーバのポーリン
グ検証フィールドをチェックします。

•いくつかの顧客の不具合に対処しました。

•「システムキーの検証コマンド」を /sbin/verify-skeyか

ら /sbin/verify-syskey に修正しました

• Expresswayは、TLSv1.3ネゴシエーション中に RSAアル
ゴリズムをデフォルトのアルゴリズムとして送信します。

•新規インストールおよびアップグレード用のデフォルト
の暗号リスト。

2024年 10月
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理由

（Reason）
変更内容（Change）日付

X15.0リリー
ス

X15.0用に最初に公開されました。

•クロスサイトリクエストフォージェリ（CSRF）保護ヘッ
ダーの有効化/無効化

• Expressway Selectイメージで PreRoutedRouteHeader (PRRH)
を有効にする

• LDAP TLSは 636と 3269以外のポートをサポートします

•デフォルトで提供される禁止暗号が削除されました:
TLS_DHE_RSA_WITH_AES_128_CCM、
TLS_RSA_WITH_AES_256_CCM、
TLS_RSA_WITH_AES_128_CCM

• Expressway-EのWebユーザインターフェース上の
WebRTCセッションカウンター。

•顧客の不具合に対応

• Expresswayでのログローテーションが停止

2023年 12月

X14.3リリー
ス

X14.3用に最初に公開されました。

•「Expresswayの容量とサイズ設定」の章の「スタンドア
ロンシステムの容量ガイドライン、クラスターシステム

の容量ガイドライン、およびMRAの高速パス登録 (登録
のキャッシュ最適化)」の表を更新しました。

•「クラスタリングとピア」の章から、スタンドアロンシ
ステム、クラスタシステムの容量ガイドライン、および

MRAの高速パス登録 (登録のキャッシュ最適化)の表を削
除しました。詳細を提供するために、「Expresswayの容
量とサイズ設定」章へのリンクを提供しました。

•楕円曲線デジタル署名アルゴリズム（ECDSA）証明書の
サポート、コマンドラインインターフェースの更新

• RMSライセンスがない状態での米国の自殺防止ホットラ
イン（988）へのコールのルーティング

•新規インストールとアップデートのために、SIP TLS DH
キーサイズのデフォルト値を 2048に設定します。

2023年 6月

X14.2リリー
ス

X14.2を再公開。

置換されたバグ ID

2022年 8月
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理由

（Reason）
変更内容（Change）日付

X14.2リリー
ス

X14.2用に最初に公開されました。

•スマートライセンスの輸出コンプライアンス -エンドポ
イントへの暗号化されたシグナリングセッションは 2500
件に制限

•新しい REST API - CDB REST APIアクセス - CDB REST
APIアクセスの有効化/無効化

• TLS検証モード -デフォルトでサーバ証明書の検証が有
効

• TLS 1.3サポート

• ECDSA暗号は RSAより優先される

• xCommand FIPSの代替使用方法

•メール通知の数を減らす

• XCPルーティングテーブル

• 4+1および 5+1冗長性モデルのサポート

2022年 8月

X14.0.2リリー
ス

X14.0.2のアップデート。

•「証明書の要件」セクションを更新しました。 Traffic
Serverが証明書の検証を強制する

•新しい REST API -ステータス - fail2banbannedaddress

•自動作成された CEゾーンステータス

2021年 7月

X14.0.1リリー
ス

X14.0.1のアップデート。

•いくつかのセキュリティ関連の機能強化を行い、間違っ
たトラバーサルゾーンを使用したMRA登録の問題を修正
しました。

•新しい REST API -アラーム -表示と確認、SNMP構成

2021年 6月

文書の修正表「スタンドアロン容量ガイドライン -単一 Expressway」の
CE1200のMRA登録 (プロキシ)値を変更しました。

2021年 5月

X14.0リリー
ス

X14.0用に最初に公開されました。2021年 4月

X12.7リリー
ス

X12.7のアップデート。2020年 12月
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理由

（Reason）
変更内容（Change）日付

文書の修正•事前構成されたゾーン内の不足している設定や古い設定
を更新します。

• HSMに関する重複コンテンツを削除します。

• RMSライセンスの使用における外部/サードパーティゲー
トキーパーの意味を明確にします。

2020年 10月

文書の修正事前構成されたゾーン内の不足している設定や古い設定を更

新します。

2020年 10月

X12.6.4メンテ
ナンスリリー

ス /ドキュメ
ント修正

X12.6.4メンテナンスリリースの更新 (ソフトウェアバグ ID
CSCvv92477の修正 - H.323-SIPインターワーキング用の設定
可能な DHキーの長さ)。

パスワードセキュリティの設定トピックを変更し、厳格なパ

スワードが、ローカル管理者アカウントだけでなく、X12.6以
降のすべてのローカル管理アカウントに適用されることを反

映しました。

2020年 10月

X12.6.2メンテ
ナンスリリー

ス

X12.6.2メンテナンスリリースの更新。2020年 8月

ドキュメント

の再編成

ログ記録とサービスアビリティに関するコンテンツを再構成

し、以前は『Expresswayサービスアビリティガイド』に含ま
れていたコンテンツをこのガイドに統合しました。また、ト

ラブルシューティングと診断情報を独自の章に再構成します。

2020年 7月

X12.6.1メンテ
ナンスリリー

ス

MRA登録カウントを含む X12.6.1メンテナンスリリースの更
新、および Expressway-E TURNサーバーは汎用 STUNサー
バーとして機能しなくなりました。

2020年 7月

文書の明確化STUNパケットで IPアドレスが一致しないケースを説明する
ために、「ファイアウォールトラバーサル」セクションを更

新しました。

2020年 6月

X12.6リリー
ス

X12.6の更新では、Web UIに表示されない場合に「アプリ
ケーション」メニューを復元するプロセスが追加されました。

2020年 6月
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理由

（Reason）
変更内容（Change）日付

X12.5.7メンテ
ナンスリリー

ス

「カリ法」を含めてX12.5.7メンテナンスリリースの更新しま
した。

（注）

X12.5.7は廃止され、X12.5.9に置き換えられました。

CE1200アプライアンスのオプションキーを明確にします。

2020年 2月

文書の修正「クラスタライセンスの使用状況と容量のガイドライン」セ

クションを更新して、小規模 VMのクラスタリングでは容量
は増加しないことを明確にしました。

2020年 1月

文書の明確化

文書の修正

製品に他のソフトウェアをインストールしないことを明確に

しました。

VMサイズフィールドの正しい場所。

2019年 12月

X12.5.6メンテ
ナンスリリー

ス

X12.5.6メンテナンスリリースの更新。2019年 11月

X12.5.4リリー
ス

X12.5.4用に更新。 X8.6.x以降のソフトウェアのシステムを
12.5.4以降にアップグレードする際にリリースキーが不要であ
るため、リリースキーへの参照を削除しました。

「ネットワークサービス」セクションの「HTTP要求をHTTPS
にリダイレクト」の誤ったデフォルト値を修正しました。

CSCvq39362を参照します。

2019年 7月

文書の修正RMSライセンス消費テーブルが更新され、RMSライセンスを
消費するシナリオのみが含まれるようになりました。

2019年 6月

文書の修正ミーティングサーバーの負荷分散設定の説明で 488応答コー
ドへの誤った参照を修正する。

2019年 5月

X12.5.2メンテ
ナンスリリー

ス

X12.5.2メンテナンスリリースの更新 (VMware ESXiプラット
フォーム上の仮想化された Small VMのサポートが含まれま
す)。

2019年 4月

X12.5.1メンテ
ナンスリリー

ス

X12.5.1メンテナンスリリースの更新。2019年 3月

ドキュメント

の修正

「はじめに」の「「一緒にホストできるサービス」」表を復

元します。

2019年 2月
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理由

（Reason）
変更内容（Change）日付

X12.5リリー
ス

X12.5のアップデート。2019年 1月

X8.11.4メンテ
ナンスリリー

ス

X8.11.4用にタイトルを変更 (実質的な更新はありません)。
CSCvn73111の B2BUAコールステータスセクションを調整
します。

2018年 12月

X8.11.3メンテ
ナンスリリー

ス (撤回)

X8.11.3メンテナンスリリースの更新。2018年 10月

X8.11.1リリー
ス (撤回)

WebexおよびSparkプラットフォームのブランド変更、CE1200
アプライアンス、およびX8.11.1リリースに合わせて更新され
ました。

2018年 9月

X8.11リリー
ス (撤回)

X8.11のアップデート。2018年 7月

X8.10リリー
ス

X8.10のアップデート。2017年 7月

X8.9.1メンテ
ナンスリリー

ス

一般的な修正と更新。新しい機能が追加されました。2017年 1月

X8.9リリース新しい機能と一般的な修正。2016年 12月

X8.8.2メンテ
ナンスリリー

ス

新しい通話ポリシールールの構成を含むヘルプと管理ガイド

の更新。

2016年 9月

X8.8ドキュメ
ントの修正

MRAの概要の修正と Xconfig SIP Advanced CLIコマンドが追
加されました。

2016年 7月

X8.8リリースX8.8のアップデート。2016年 6月

X8.7.2メンテ
ナンスリリー

ス

一般的な修正と更新。新しい機能が追加されました。2016年 4月

X8.7.1メンテ
ナンスリリー

ス

一般的な修正と更新。ドキュメントの変更履歴（この表）が

追加されました。DNSゾーンパラメータとアラーム参照が更
新されました。

2016年 2月

はじめに
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トレーニング

トレーニングはオンラインおよび当社のトレーニング開催場所で受講できます。当社が提供す

るすべてのトレーニングとトレーニングオフィスの所在地の詳細については、

www.cisco.com/go/telepresencetrainingをご覧ください。

用語集

TelePresence用語の用語集は、 https://tp-tools-web01.cisco.com/start/glossary/で参照できます。

アクセシビリティ通知

シスコは、利用しやすい製品およびテクノロジーの設計および提供に取り組んでいます。

Cisco Expresswayの Voluntary Product Accessibility Template (VPAT)は、次の場所から入手でき
ます。

http://www.cisco.com/web/about/responsibility/accessibility/legal_regulatory/vpats.html#telepresence

アクセシビリティの詳細については、次を参照してください。

http://www.cisco.com/web/about/responsibility/accessibility/index.html

関連資料

表 2 :関連ドキュメントおよびビデオへのリンク

Cisco TACエンジニアが提供している、一般的な Expressway設定手順に関
するビデオは、 Expressway/VCSスクリーンキャストビデオリストペー
ジ (「Expresswayビデオ」を検索)で入手できます。

サポートビデオ

Cisco Expressway仮想マシンインストールガイド（Expresswayインストー
ルガイドページ）

インストール -仮
想マシン

「Expressway設置ガイド」ページの「Cisco Expressway CE1200アプライア

ンス設置ガイド」。

設置 -物理アプラ
イアンス

Cisco Expressway Registrar導入ガイド（ Expressway構成ガイドページ）シングルボックス

システムの基本構

成

Cisco Expressway-Eおよび Expressway-C基本設定導入ガイド（ Expressway
設定ガイドページ）

ペアリングボック

スシステムの基本

設定 (ファイア
ウォールトラ

バーサル)

はじめに
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http://www.cisco.com/go/telepresencetraining
https://tp-tools-web01.cisco.com/start/glossary/
http://www.cisco.com/web/about/responsibility/accessibility/legal_regulatory/vpats.html#telepresence
http://www.cisco.com/web/about/responsibility/accessibility/index.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/docs/unified-communications/expressway-series/214390-expressway-vcs-screencast-video-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-and-configuration-guides-list.html


Cisco Expressway管理者ガイド（ Expressway保守および運用ガイドペー
ジ）（保守情報を含む）

管理とメンテナン

ス

Cisco Expresswayクラスタの作成とメンテナンスの導入ガイド（Expressway
構成ガイドページ）

クラスタリング

Cisco Expressway証明書の作成と使用の導入ガイド（ Expressway構成ガイ
ドページ）

証明書

『Expresswayコンフィギュレーションガイド』ページの『Cisco Expressway

IPポート使用設定ガイド』

ポート

『Expresswayコンフィギュレーションガイド』ページの『Cisco Expressway

経由のモバイルおよびリモートアクセス導入ガイド』。

Unified
Communications

Cisco Meeting Server with Cisco Expressway導入ガイド（ Expressway構成ガ
イドページ）

Cisco Meeting Server APIリファレンスガイド（ Cisco Meeting Serverプロ
グラミングガイドページ）

その他の Cisco Meeting Serverガイドは、 Cisco Meeting Server設定ガイド
ページから入手できます。

Cisco Meeting
Server

ハイブリッドサービスナレッジベースCisco Webexハイ
ブリッドサービス

HCS顧客ドキュメントCisco Hosted
Collaboration
Solution（HCS）

『Expresswayコンフィギュレーションガイド』ページの『Cisco Expressway

および Microsoftインフラストラクチャ導入ガイド』。

『Expresswayコンフィギュレーションガイド』ページの『Cisco Jabberお

よびMicrosoft Skype forBusinessインフラストラクチャ設定チートシート』。

Microsoftインフ
ラストラクチャ

『Expresswayコンフィギュレーションガイド』ページの『Cisco Expressway

REST API概要ガイド』（APIは自己文書化されているため、概要情報の
み）。

REST API

『Expresswayコンフィギュレーションガイド』ページの『CiscoTelePresence

Multiway導入ガイド』。

多拠点電話会議

はじめに
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http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-server/products-programming-reference-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-server/products-programming-reference-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/meeting-server/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://help.webex.com/en-us/article/nm1m8zv/Get-Started-with-Webex-Hybrid-Services
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/hosted-collaboration-solution-hcs/tsd-products-support-series-home.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-and-configuration-guides-list.html


サービス設定ウィザード（サービス選択ページ）につい

て
サービスセットアップウィザードを使用すると、環境内で選択した目的に合わせてExpressway
を簡単に構成できるようになり、Webユーザインターフェイスが簡素化されます。初期構成
用のウィザードを実行するだけでなく、その後はいつでもサービス選択ページ (ステータス >
概要)にアクセスできます。ウィザードの使用に関する詳細については、Expresswayコンフィ
ギュレーションガイドページの Cisco Expressway-Eおよび Expressway-C -基本設定ガイドを参
照してください。

図 1 :サービス設定ウィザード -サービス選択ページの例

SmartLicensingを使用する場合、サービス選択ページまたはウィザードから [シリーズ（Series）]
設定を変更して、Expresswayを VCS製品に変換することはできません。代わりに、このプロ
セスは工場出荷時設定にリセットから開始する必要があります (VCSではサポートされていな
いため、Smart Licensingが無効になるため)。この例に示されているその他の設定の一部は、
Smart Licensingでは不要であり、Smart Licensingを使用する Expresswayのウィザードには表示
されません。

（注）

一緒にホストできるサービス

一部のサービスは互換性がないため、同時に選択することはできません。次の表は互換性のあ

るサービスのマトリックスを示しています。マトリックスは、同じシステムまたはクラスター

上で一緒に使用できるサービスを指定します。

はじめに

15

はじめに

サービス設定ウィザード（サービス選択ページ）について

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/expressway-series/products-installation-and-configuration-guides-list.html


表 3 :一緒にホストできるサービス

企業間通話

（ハイブ

リッド通話

サービスを

含む）

CMR Cloud登録Microsoft
ゲートウェ

イサーバ

Jabberモバイルお

よびリモー

トアクセス

Cisco Webex
ハイブリッ

ドサービス

(コネクタ)

YYNNNNYCisco Webexハイブリッ
ドサービス (コネクタ)

Y*YYNNYNモバイルおよびリモート

アクセス、および/または
(X8.9以降)ミーティング
サーバーウェブプロキシ

NNNYNNNMicrosoftゲートウェイ
サービス

YYYNYYNRegistrar

YYYNYYYCMR Cloud

YYYNYY*Y企業間通話（ハイブリッ

ド通話サービスを含む）

表の凡例

Y:はい、これらのサービスは同じシステムまたはクラスタでホストできます

N:いいえ、これらのサービスは同じシステムまたはクラスタでホストすることはできません

ルール

•ハイブリッドサービスコネクタは、ユーザ数の制限に従って、コールサービスに使用さ
れるトラバーサルペアの Expressway-Cと共存できます。

*ハイブリッドコールサービス (または B2B)トラバーサルペアがMRAにも使用されて
いる場合、ハイブリッドサービスコネクタは別の Expressway-C上にある必要がありま
す。これは、MRAに使用されるExpressway-Cでホストされているコネクタをサポートし
ていないためです。

• Microsoftゲートウェイサービスには、専用の VCS Controlまたは Expressway-C (ヘルプと
ドキュメントでは「Gateway VCS」または「Gateway Expressway」と呼ばれます)が必要
です。

• MRAは現在、IPv6のみのモードではサポートされていません。 IPv6 B2B通話を同じ
Expresswayトラバーサルペアで IPv4 MRAと共存させる場合は、Expressway-Eと
Expressway-Cの両方がデュアルスタックモードになっている必要があります。

はじめに
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


